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【手続補正書】
【提出日】平成21年8月27日(2009.8.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
試料を走査することにより取得される３Ｄ画像データのセットから画像を作成する方法で
あって、該試料が、該試料と関連する境界面を有する、方法において、
　該境界面に対応する該画像データのサブセットを識別する工程と、
　画像データの該サブセットを実質的に滑らかな基準面に適合させる工程と、
　該基準面上の点と該３Ｄ画像データのセットから識別される該試料内の関心点との間の
距離を計算する工程と、
　該計算された距離の画像マップを作成する工程と、を備える方法。
【請求項２】
前記境界面が、眼の角膜、網膜、網膜色素上皮、及び内境界膜からなるグループから選択
される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
前記画像データが、光コヒーレンス断層撮影法システム、超音波スキャナ、及び共焦点画
像化からなるグループのうちの一つから得られる、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
前記試料が、皮膚、血管、及び人間の眼からなるグループから選択される、請求項１乃至
３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
前記関心点が、前記境界面上の点に対応する、請求項１乃至４のいずれか１項に記載の方
法。
【請求項６】
前記関心点が、異なる境界面上の点に対応する、請求項１乃至５のいずれか１項に記載の
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方法。
【請求項７】
作成されるマップが、関数、２Ｄデータセット、画像マップ、及び高度マップからなるグ
ループから選択される、請求項１乃至６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
病変によって多大な影響を受ける前記境界面の領域が、前記適合した面の擾乱を最小化す
るために、前記適合した面から除去される、請求項１乃至７のいずれか１項に記載の方法
。
【請求項９】
前記適合させる工程が、２次多項式適合、ゼルニケ多項式、チェビシェフ多項式、ベッセ
ル関数のうちの１つによって行われる、請求項１乃至７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
前記適合させる工程が、ｘおよびｙの低次多項式適合を用いて行われる、請求項１乃至７
のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
試料が人間の眼であり、網膜色素上皮に対応する３Ｄデータに適合させることにより前記
基準面が生成される、請求項１乃至３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
生成される情報が、高度情報である、請求項１乃至６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１３】
前記高度点が、前記基準面と網膜色素上皮の間で計算される、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
前記高度点が、前記基準面と内境界膜との間で計算される、請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
高度情報が、等高線図として表示される、請求項１２に記載の方法。
【請求項１６】
高度情報が、カラー・マップとして表示される、請求項１２に記載の方法。
【請求項１７】
高度情報が、３Ｄ表面レンダリングとして表示される、請求項１２に記載の方法。
【請求項１８】
前記眼の構造的特徴に関連する第２の画像情報を作成する工程をさらに含み、前記マップ
が、前記高度点と前記第２の画像情報の両方を含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１９】
前記高度点が、等高線、色の変化、グレー・スケール、３Ｄ表面レンダリングからなる群
から選択される形式で表示され、前記第２の画像情報が、該高度点と同じ群から選択され
る形式で表示されるが、該高度点のために使用される以外の異なる形式を用いて表示され
る、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
前記高度点がカラー・マップとして表示され、前記第２の画像情報が３Ｄ表面レンダリン
グとして示される、請求項１８に記載の方法。
【請求項２１】
前記高度点が３Ｄ表面レンダリングとして表示され、前記第２の画像情報がカラー・マッ
プとして表示される、請求項１８に記載の方法。
【請求項２２】
前記第２の画像情報が、実際の境界間の高度、組織層の実際の厚さ、画像信号強度、複屈
折、および適合から異なる基準面へのデータのうちの１つに対応する、請求項１８に記載
の方法。
【請求項２３】
前記高度点が、カラー・マップとして表示され、前記第２の画像情報が、画像信号強度で
あると共にカラー画像における輝度の変化として表示される、請求項１８に記載の方法。
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【請求項２４】
前記画像マップが、等高線または色の変化に対応する前記高度点を用いると共に残りの画
像の変数に対応する前記第２の画像情報を用いて、その上に重ねられる色の変化を有する
等高線図を含む、請求項１８に記載の方法。
【請求項２５】
前記境界面が網膜色素上皮ＲＰＥであり、前記第２の情報が内境界膜ＩＬＭから該ＲＰＥ
までの距離に対応すると共に等高線図の形態で表示され、前記高度点がＩＬＭから前記基
準面までの距離に対応すると共に該等高線図上に重ねられるカラー・マップの形態で表示
される、請求項１８に記載の方法。
【請求項２６】
試料を走査することにより取得される２Ｄ画像データのセットから画像を作成する方法で
あって、該試料は、該試料と関連する少なくとも１つの境界面を有する、方法において、
　該境界面に対応する該画像データのサブセットを識別する工程と、
　画像データの該サブセットを実質的に湾曲した基準線に適合させる工程と、
　該基準線上の点と該２Ｄ画像データのセットから識別される該試料内の関心点との間の
距離を計算する工程と、
　該計算された距離の画像マップのグループ及び計算された該距離の２Ｄデータのセット
のうちの一方を作成する工程と、を備える方法。
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